
東京芸術祭2015　光悦・宗達・乾山・光琳・抱一を偲んで

　暖冬の穏やかな気候に恵まれた 2015 年 12 月 20
日（日）から24日（木）にかけての 5日間、東京芸術劇
場にて藝術出版社主催の「東京芸術祭 2015　琳派四
百年記念展～光悦・宗達・乾山・光琳・抱一を偲んで」
が開催されました。
　本展は、琳派の祖・本阿弥光悦が京都洛北鷹峯に光
悦村を拓いて 400 年を迎えたことを機にした「琳派
400 年記念祭」の後援を正式に受けた、全国的に行わ
れる琳派イベントの最後を締めくくる記念展。
　東京芸術劇場最大の 5F ギャラリー 1 には、全国か
ら選抜された絵画・彫塑・工芸・書・写真など 93 点
の珠玉の作品がずらりと並び、24 日のクリスマスイブ
へと続く会場は熱を増し、同 5階で開催される第九のコ
ンサートも花を添えて、観客動員数は千人を超える盛況
ぶりとなりました。

　会場でひときわ評判が高かったのが、入り口を入って
左手の、書や生け花が並ぶブロック。書では、新井光風
氏の『化馳如神』が注目を集め、指宿邦子氏の『舞』と
『和』はその独創性に羨望の声が聞かれました。いけば
な小原流東京支部による『冬の琳派調いけばな』は、琳
派記念祭と直接連動する作品でもあり、瑞々しくも生き
生きと昇華された作品は、来場者の心を癒していまし
た。
　やはり“琳派”に呼応したという玉井三郎氏の『風神・
雷神・女神ナイン』は、オリジナルの平面を創意工夫に
より立体に再現した作品で、旋風渦巻く動的な造形と華
やかな色彩が人気の的でした。
　人形の第一人者である芹川英子氏の『樹下来鳥』と
『収穫』は、360 度どの角度から見てもマッスとしての力
強さ、刀の冴えが際立つ木彫彩彫で、観者は誰も作品
の周囲を回りながら目を皿のようにしていました。
　日本伝統人形の松芳氏『文化使節（好香）』と木ノ上
コミー氏『草寺』は、人形の姿形のみならず衣装の布
地、屏風、額など、高い眼識によって統合演出されたイ
ンスタレーションともいえる楽しさが多くの観る者の話
題をさらっていました。
　最近では珍しくなった木面焼画、新井宏昇氏の『夫婦
雉（船尾瀧）』は、その細密な完成度の高さに、驚嘆の声
が挙がりました。
　岩尾計助氏の水彩風景画『ある沢の風景』と『陽光の
石』は、画面から表出される空気や水の透明感から川底
の泥までも丁寧に細やかに描かれ、「まるでその場に連
れて行かれたような、清澄な大気を体感できる」と、大勢
の方々が口を揃えていました。
　吉田陽子氏の油彩『外房暮色』には人間愛に満ちた
温もりがあり、小林麗氏の油彩『モンマルトルの散歩道』
は希有な存在感を放ち、大川都氏の版画『出現』は個性
的な魅力に溢れ、それぞれが観客の目を釘付けにして
いました。江﨑城一朗氏の水彩『常元寺枝垂桜』は、近く
では気付かず振り返って見たら圧倒された、というユニ
ークな感想が寄せられました。佐藤史子氏の油彩・ア
クリル『ものがたり』には「心がやわらかくなる」、堀静芳
氏の書『古典のロマンス』には「百人一首を一同に目の
当たりにして壮大さを感じた」等々、老若男女からさま
ざまな称賛の声が聞かれました。　
　本展は、藝術出版社の「美術業界の序列や派閥、しが
らみに縛られない、作家の魂が込められている作品を
選抜する」という揺るぎないポリシーに基づき、企画構
成されているものです。
　その姿勢に共感、賛同してくださったアーティストの
方々と熱心な観覧者の皆さまとで本展を成功に導いて
くださったことは、感謝に堪えません。
　美術文化を推進・発展させるよう努力することの情
操価値は、絶大なものがあります。情操を育てることこ
そが人の心を豊かにするということだと思います。心を
豊かにすることを重んじ、今後ともに、アーティストの皆
さま、観覧者の皆さまのご支援、ご協力をお願い申し上
げます。
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